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Ⅰ. 2012年度決算概況



連結決算概要
単位：百万円

2012年度

増減額 増減率 予想 達成率

売上高 38,882 39,545 662 1.7% 40,000 98.9%
売上総利益 8,171 8,531 360 4.4% ― ―
（売上総利益率） 21.0% 21.6%

営業利益 2,610 2,694 84 3.2% 2,700 99.8%
（営業利益率） 6.7% 6.8% 6.8%
経常利益 2,776 2,887 111 4.0% 2,850 101.3%

（経常利益率） 7.1% 7.3% 7.1%
当期純利益 39 1,194 1,154 － 1,015 117.7%

（当期純利益率） 0.1% 3.0% 2.5%

2011年度 2012年度
前年度比 予想比　



【売上高】

【利 益】

医薬品開発支援サービスが大幅増収

システム構築・システム運用が減少

BPO／BTO事業の利益拡大

2012年度 決算のポイント

 医薬品開発支援 増収に伴い大幅増益

 人事BPO 不採算案件の解消・黒字化



業種別売上高(連結)

単位：百万円

金額 構成比 金額 構成比 金額 増減率

金融 4,124 10.6% 3,840 9.7% ▲ 283 ▲6.9%
信託 5,865 15.1% 4,837 12.2% ▲ 1,027 ▲17.5%
医薬 11,956 30.7% 14,098 35.7% 2,142 +17.9%
食品 4,880 12.6% 4,234 10.7% ▲ 645 ▲13.2%
製造 2,762 7.1% 2,637 6.7% ▲ 124 ▲4.5%
サービス他 9,294 23.9% 9,896 25.0% 601 +6.5%
合計 38,882 100.0% 39,545 100.0% 662 +1.7%

2011年度 2012年度 増減



サービス別売上高と総利益(連結)

単位：百万円

売上高

金額 構成比 金額 構成比 金額 増減率

構　築 16,422 42.2% 15,017 38.0% ▲ 1,405 ▲8.6%
運用管理 15,446 39.7% 15,145 38.3% ▲ 301 ▲2.0%
BPO/BTO 7,013 18.1% 9,382 23.7% 2,369 +33.8%
合計 38,882 100.0% 39,545 100.0% 662 +1.7%

売上総利益

金額 利益率 金額 利益率 金額 増減率

構　築 3,606 22.0% 3,200 21.3% ▲ 405 ▲11.2%
運用管理 3,023 19.6% 2,709 17.9% ▲ 314 ▲10.4%
BPO/BTO 1,541 22.0% 2,621 27.9% 1,079 +70.1%
合計 8,171 21.0% 8,531 21.6% 360 +4.4%

2011年度 2012年度 増減
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営業利益 要因分析
単位：百万円



受注・受注残の状況（連結）
単位：百万円

受注高 受注残 受注高 受注残 金額 増減率

16,866 2,844 14,489 2,317 ▲ 2,377 ▲14.1%
16,111 6,009 15,366 6,230 ▲ 744 ▲4.6%

7,709 5,459 10,091 6,168 2,382 30.9%

4,090 1,069 3,927 1,156 ▲ 163 ▲4.0%
5,972 1,035 4,796 994 ▲ 1,176 ▲19.7%

13,407 7,407 14,471 7,780 1,064 7.9%
4,971 960 4,289 1,014 ▲ 682 ▲13.7%
2,595 1,033 2,579 976 ▲ 15 ▲0.6%
9,650 2,808 9,882 2,793 232 2.4%

40,686 14,314 39,947 14,716 ▲ 739 ▲1.8%合　計

製造

サービス他

医薬

食品

金融

信託

BPO・BTO

構　築

運用管理

2011年度 2012年度 受注高増減



Ⅱ. 事業環境と2013年度業績予想



事業環境

医薬品開発支援は、製薬会社のアウトー
シング志向背景に順調に市場拡大

ＩＴサービスは、市場の構造変化が進展

既存システムの保守・運用コストに低下圧力

発注先を大手総合ベンダーに集約する動き

顧客と海外ベンダーの直接取引に拡大傾向



2013年度の取組み

セグメント
共通

グローバルデリバリー体制強化（日中印の業務プロセス

一体化・国際標準化）による機動性向上と原価低減

構築

メガバンクの次期システム案件の獲得

年金管理再構築案件の獲得

医薬ソリューション化（MR支援、安全性業務）の加速

運用
新領域サービス（クラウド系、仮想デスクトップ）の受

注拡大

BPO/BTO
医薬品開発支援需要の着実な取込み

人事BPOサービスの新規顧客獲得



2013年度業績予想（連結）

単位：百万円

2012年度 実績 2013年度 予想 前年度比

売上高 39,545 40,000 +1.2%

営業利益 2,694 2,800 +3.9%
　(利益率) 6.8% 7.0%

経常利益 2,887 2,900 +0.4%
　(利益率) 7.3% 7.3%

当期純利益 1,194 1,500 +25.6%
　(利益率) 3.0% 3.8%

通期



サービス別売上と総利益の予想（連結）

単位：百万円

売上高

金額 構成比 金額 構成比 金額 増減率

構　築 15,017 38.0% 15,050 37.6% 32 +0.2%
運用管理 15,145 38.3% 15,150 37.9% 4 +0.0%

BPO/BTO 9,382 23.7% 9,800 24.5% 417 +4.4%
合計 39,545 100.0% 40,000 100.0% 454 +1.2%

売上総利益

金額 利益率 金額 利益率 金額 増減率

構　築 3,200 21.3% 3,210 21.3% 9 +0.3%
運用管理 2,709 17.9% 2,720 18.0% 10 +0.4%

BPO/BTO 2,621 27.9% 2,950 30.1% 328 +12.5%
合計 8,531 21.6% 8,880 22.2% 348 +4.1%

2012年度実績 2013年度予想 増減



Ⅲ. 中期的課題への取組み



重点戦略

特化分野の先鋭化特化分野の先鋭化

新事業領域の強化新事業領域の強化

顧客のビジネス革新・創造
に不可欠のパートナーへ

顧客のビジネス革新・創造
に不可欠のパートナーへ

海外サポート力の拡大海外サポート力の拡大

知識集約型企業としての進化知識集約型企業としての進化



ＴＯＰＩＣＳ

【所在地】 東京都千代田区霞が関三丁目2番5号 霞が関ビル31階

【ＵＲＬ】 http://www.issopm.or.jp

【設立年月日】 2012年10月1日

【研究テーマ】 (1)年金制度論(社会保障論、国家財政論) 

(2)年金財政論、将来推計

(3)比較制度研究

(4)年金運用

(5)制度インフラ

一般社団法人年金綜合研究所の設立支援



（ご参考） 過去3年間のトレンド
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【お問合せ】

株式会社シーエーシー

広報ＩＲグループ

TEL：03-6667-8010

＜ホームページ＞

http://www.cac.co.jp/


